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コンテンツ概要：

停電は平時でも頻繁に発生するため専用ア

プリを提供する電気事業者もありますが、発

災後にアプリのダウンロードから始めていて

は情報収集が遅滞します。優れた情報源も活

かせなければ意味がありません。

大地震が発生すればテレビやラジオは特番

体制に入りますが、そこで放送されるコンテ

ンツは自施設のどれだけ役に立つでしょうか。

報道各局で一致しない情報があった場合に自

らはどのように判断して情報を取捨選択する

でしょうか。

インターネット経由で仕入れた情報はどの

ようにマネジメントしますか。すべて無視す

る方法もありますが、企業や団体の公式サイ

トであればどうでしょうか。同様に自組織の

サイトに情報を求めてアクセスする関係者が

多く居るとすれば情報発信は不要でしょうか。

情報は二次活用されなければ価値がありま

せん。

大地震が発生した際に災害の規模や影響を

どのように知りますか。水道や電気、通信、

交通、火災など欲しい情報は多種多様にある

と思います。

組織にとって必要な情報の種類や地域など

は具体的にリストされているでしょうか。

本研修では情報源の所在や信頼性などを経

験的に学んで頂きます。

災害・非常事態の研修・訓練サービス コンテンツカタログ

https://www.24med365.net

種別 訓練

対象 従業員全般

規模 1グループ4～8人

時間 1時間程度

機材 スマホ、パソコン、資料投影画面

地震発生、状況把握せよ
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